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２００５年３月 安保理決議１５９０(2005)設立年月 設立決議
スーダン ハルツーム（ ）展開場所 本部所在地 Khartoum

Ashraf Jehangir Oazi（パキスタン）事務総長特別代表
(インド) (デンマーク）司令官 警察部門長官Lieutenant General Jasbir Singh Lidder Kai Vittrup

２００７年１０月３１日（安保理決議１７５５(2007)）活動期限
（１）包括和平合意の履行の支援任務
（２）難民及び国内避難民の自発的帰還の促進・調整
（３）人道的な地雷除去、技術的助言及び調整
（４）人権、帰還難民・国内避難民及び弱者の保護に向けた国際的努力の調整 等

経緯・背景
１．紛争の経緯
（１）１９８３年、当時の大統領ヌメイリによりイスラム法が導入され、アラブ民族主義に基づく

国家建設が始まった。それをきっかけにキリスト教徒主体の南部を基盤とした反政府勢力
（スーダン人民解放運動・軍（ＳＰＬＭ／Ａ））とスーダン政府との間で武力衝突が勃発、
１９８３年以来２０年以上にわたり対立が続いていた（アフリカで最長の内戦）。

（２）国内、国外諸勢力によるいくつもの調停活動を経て、２００２年１月、東部アフリカ諸国と
米国の仲介により、本格的な和平プロセスが始まった。停戦協定､石油収入の配分合意､係争
地域の帰属などに関する合意を経て､２００５年１月９日、南北包括和平合意（ＣＰＡ）に調
印、内戦が終結した。

（３）なお、スーダン西部ダルフール地域では、民族紛争に端を発した紛争が、２００３年、経済
資源配分の不平等なども原因となり激化し、武装グループによる反政府活動が行われた。そ
の後の停戦合意にかかわらず戦闘が継続し、多くの民間人犠牲者および難民・国内避難民の
発生が問題化している。２００４年５月以来、アフリカ連合（ＡＵ）の監視ミッション（Ａ
ＭＩＳ）が展開中。

（１）０４年６月１１日、安保理決議（１５４７）により国連スーダン先遣ミッション(ＵＮＡＭ
ＩＳ)が設立され、ＣＰＡ合意に向けた関係当事者間の調整を開始。

（２）０５年１月９日に署名されたスーダン南北両政府によるＣＰＡ合意を受け、０５年１月３１
日、ＵＮＭＩＳ設立に関する事務総長報告が発出され、３月２４日、最大１０,０００名規模
のＵＮＭＩＳ設立に関する安保理決議（１５９０）が採択され、ＣＰＡ履行に関する調整等
を実施している。

（３）２００３年以降激化したダルフール情勢に関しては、０６年５月５日のダルフール和平合意
（ＣＤＰＡ）の署名を受け、０６年８月３１日、安保理が、スーダンのダルフール情勢の改
善を目的とし、ＵＮＭＩＳのダルフールへの展開及びＡＭＩＳへの支援強化を決定する安保
理決議を採択した（安保理決議１７０６）。これにより将来的にＵＮＭＩＳの軍事要員１７,
３００名、文民警察要員３,３００名規模までの拡大が認められたが、これに対しスーダン政
府はダルフール地域へのＵＮＭＩＳ拡大に難色を示した。２００６年１１月、スーダン政府、
国連、ＡＵは、三段階アプローチ（軽量、重量支援パッケージ及びハイブリッドオペレーシ
ョン）に従い、ＵＮＭＩＳ拡大を進めていくことに合意し、２００７年７月、安保理は、Ｕ
ＮＭＩＳの要員規模を決議１５９０の状態に戻すとともに、ＵＮＡＭＩＤ（ダルフール国連
ＡＵ合同ミッション）の設立を決定する決議１７６９を全会一致で採択した。

（２００７年８月３１日現在）派遣規模
軍事監視要員６０７名 文民警察要員６６０名 部隊要員８８０９名

（同上）要員派遣国
ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ､ｵｰｽﾄﾗﾘｱ､ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｼｭ､ベルギー、ﾍﾞﾅﾝ､ﾎﾞﾘﾋﾞｱ､ボスニア・ヘルツェゴビナ、ﾎﾞﾂﾜﾅ､ﾌﾞﾗｼﾞﾙ､ﾌﾞﾙｷﾅ･ﾌｧｿ､ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ､ｶ

ﾅﾀﾞ､ ､クロアチア、ﾃﾞﾝﾏｰｸ､ｴｸｱﾄﾞﾙ､ｴｼﾞﾌﾟﾄ､ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ､ﾌｨｼﾞｰ､ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ､ﾌﾗﾝｽ、ｶﾞﾎﾞﾝ､ｶﾞﾝﾋﾞｱ､ﾄﾞｲﾂ､ｶﾞｰﾅ､ｷﾞﾘｼｬ､ｸﾞｱﾃﾏﾗ､ｷﾞ中国
ﾆｱ､ｲﾝﾄﾞ､ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ､ｲﾀﾘｱ、ｼﾞｬﾏｲｶ､ﾖﾙﾀﾞﾝ､ｹﾆｱ､ｷﾙｷﾞｽ､ﾏﾗｳｲ､ﾏﾚｰｼｱ､ﾏﾘ､モルドバ、モンゴル、モザンビーク、ﾅﾐﾋﾞｱ､ﾈﾊﾟｰﾙ､ｵﾗﾝ
ﾀﾞﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ､ﾆｼﾞｪｰﾙ、ﾅｲｼﾞｪﾘｱ､ﾉﾙｳｪｰ､ﾊﾟｷｽﾀﾝ､ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ､ﾍﾟﾙｰ､ﾌｨﾘﾋﾟﾝ､ポーランド、 ､ﾙｰﾏﾆｱ､ﾛｼｱ､ﾙﾜﾝﾀﾞ､ｻﾓｱ､セネガル、韓国
南アフリカ、ｽﾘﾗﾝｶ､ｽｳｪｰﾃﾞﾝ､ﾀﾝｻﾞﾆｱ､ﾀｲ､ﾄﾙｺ､ｳｶﾞﾝﾀﾞ､ｳｸﾗｲﾅ､英国、 ､ｳﾙｸﾞｱｲ、ｲｴﾒﾝ､ｻﾞﾝﾋﾞｱ､ｼﾞﾝﾊﾞﾌﾞｴ米国

（２００７年９月３０日現在）犠牲者数
２６名（事故３名、敵対行為３名、病気１６名、その他４名）


